
 

議案第６２号 

 

常総市文化芸術振興基金条例の制定について 

 

常総市文化芸術振興基金条例を次のように定めたいので，地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第９６条第１項第１号及び常総市議会会議規則（昭和

４２年水海道市議会規則第５号）第１４条第１項の規定により議会の議決を求め

る。 
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提案理由 

 

◎議案第６２号 常総市文化芸術振興基金条例の制定について 

 

当市は，市民一人ひとりが文化芸術を享受し，創造し，かつ発信することの

できる文化芸術の香りあふれるまち，すべての市民が心豊かに暮らせるまちを

目指すことを目的とした「常総市文化芸術条例」を平成２４年６月１５日に公

布し，文化芸術の振興に取り組んできている。当該条例は，市の責務として，

文化芸術の振興に関する施策を実施するため必要な財政上の措置その他の措置

を講じるよう努めるものと規定し，行政自らの行動規範を求めている。しかし，

平成２７年９月に大水害がありその復興に取り組むことが最優先となり，当該

条例の目指すまちづくりとは程遠いのが現状である。人口減少，少子高齢化問

題が大きく叫ばれている現在，交流・関係人口を拡大させ，定住人口の確保に

つなげるとともに，豊かな市民生活を実現するためにも，まちに，心に，潤い

を生み出すためには，行政と市民が一体となった文化芸術を活用したまちづく

りが強く求められている。 

以上の理由から，文化芸術に関する各種事業の財源の確保に必要な事項を定

めるため，この条例案を提出するものである。 

 



 

常総市条例第  号 

 

常総市文化芸術振興基金条例 

 

（設置） 

第１条 市民の文化芸術に関する活動の振興を図り，もって心豊かな市民生活の

形成及び活力ある地域社会の実現に寄与するため，常総市文化芸術振興基金

（以下「基金」という。）を設置する。 

（積立額） 

第２条 基金として積み立てる額は，一般会計歳入歳出予算で定める。ただし，

前条に規定する目的のための寄附金を受けたときは，これを基金に積み立てる

ことができる。 

（管理） 

第３条 基金に属する現金は，金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法

により保管しなければならない。 

（運用益金の処理） 

第４条 基金の運用から生ずる収益は，一般会計歳入歳出予算に計上して，この

基金に編入するものとする。 

（処分） 

第５条 基金は，第１条に規定する目的に充てる場合に限り，その全部又は一部

を処分することできる。 

（委任） 

第６条 この条例に定めるもののほか，基金の管理に関し必要な事項は，市長が

別に定める。 

附 則 

この条例は，公布の日から施行する。 

 

 


